














































気になるが、「ワンピースとしてはもちろん、一着―一様の着こなしができるお得感が、穂波の琴線をくすぐる。その上、裾に向かって僅かだが台形ラインになっているのも魅力だ。脚を実際より細く見せるからだ。見には欠かせないペチコ トも付いている。店員の話だと、ネイビーやベビーピンクなどが日曜日の午前 まではあったらしい゜ 母は鏡の中の穂波に そう言って笑った。「大丈夫。よく似合っているよ」なって仕方がない゜
一着で一一様の着こなしができるのはお得だ。
一枚の羽織りものとしても使えます」と言う
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言う。穂波は店内のハンガーにぶら下がつている幾つかの服を手にしてみるが どれも心を母は手に持ったロングスカートを、自分の腰に当てながら言う。 「気になっている人も いの？」 母が試着を勧めるので袖を通す。着心地は悪くない。悪くないどころか暑い日もさらりと快適に過ごせそうだ。ただ、色が……。穂波はこれを第三候補と決め、C店に向かっ穂波は高校―一年生の時、失恋して以来、彼氏は なかった。「残念だけど、 な わ」「お父さんが気になってい みたいなの」突然、歩きながら母が言った。「穂波、彼氏はまだできないの？・」た。 「たまには違った色もいいもんだよ」
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に入りの本を取る。 『小説家を見つけたら』を見終わったのは夜の十一時半。ント監督の映画『小説家を見つけたら』をセットした。洗い物を担当した。 「明日は晴れるかな？」かけると美味しそうに食べ始めた。その間も父の怒りは収まりそうにない。が、お皿に盛りつけたアジの塩焼きを見ると、父はニコニコしながら、「母さんのアジの塩焼きは絶品だ」と言って、大根おろしにレモン汁を穂波は天文学的な数字 意味が理解できないまま、明日の天気が気になった。父は二つ折りになっていた夕刊を拡げ、天気予報を目で追い がら言った。「曇り、時々雨だ」食後、リビングのソファーで焼酎のロックをちびりちびりとやり始めた父の横で、舟はのんびり洗濯物を畳み始め、穂波は今日買った服は晴れの日に着ていくことにして、食器のそれから、穂波は早々にシャワーを浴びると、自室に籠もり、借りてきたガス•ヴァン・サ文学好きで、プロ バスケットボール選手 夢見 少年、ジャマールと伝説の小説家との文章を通して友情が芽生えていく物語だ。幻の小説家ウィリアム・フォレスターを演じるシヨーン・コネリーの渋さがたまらない。時々、穂波は自分に彼氏が出来ないのは、この「渋さ」好みが災いしている だと思う。三つや四つの年上で 何かもの足りない。まして同年代は恋愛の対象外だ。「自分のために書く文章は人に見せるための文章に優る」老作家が少年にアドバイスするセリフの―つだ。幾つもの名ゼリフが自分へのアドバイスのような気がして、穂波の
Hが冴える。仕方がないからサイドテーブルに手を伸ばし、お気
『赤毛のアン』をベッドに潜り込んで読んでいると、「どうせ空想するなら、思いきりすばらしい想像 した方がいいで ょう？・」とアンが言う。 て、何処まで淮んでいるのか、国民に さっぱり解らん」
時を過ぎている。菊坂町の交差点を右に曲がると、駅に向かう人たちが足早に歩いていた。腕時計は八が見られるかも知れない゜もたち゜ ンレッドのワンピースを手に取った。 「穂波、ほら、起きなさい。仕事に遅れるわよ」
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（平成―-＋七年十二月十五日脱稿）? ? ?? ? ? ?
? ?
? ? ? ?
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